



















Linguistic Typology of the Heian Period
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１ ．はじめに
　古代日本語を対象とした言語類型的研究では、柳田（₂₀₀₇、₂₀₁₄）、Yanagida 





































































































































































































【図 ３】対格型 主語 目的語 【図 ４】活格型 主語 目的語
他動詞 φ φ／ヲ 他動詞 φ φ／ヲ
非能格自動詞 φ 非能格自動詞 φ





































 （『蜻蛉日記』p. ₃₁₈） 
㉖ 四の君、いとうれしと思ひて、日ごろのありさま語る
 （『落窪物語』p. ₃₂₅） 
㉗　むかし、はかなくて絶えにける仲、なほや忘れざりけむ
 （『伊勢物語』p. ₁₃₄）







【表 １】 外項 内項
他動詞主語 非能格主語 非対格主語 他動詞目的語
隣接  ₈₉（ ₂₆.₀%）  ₇₂（ ₄₂.₉%） ₄₆₂（ ₈₁.₆%） ₄₁₃（ ₈₃.₄%）
語介在 ₁₄₀（ ₄₀.₈%）  ₇₈（ ₄₆.₄%）  ₈₅（ ₁₅.₀%）  ₇₅（ ₁₅.₂%）
節介在 ₁₁₄（ ₃₃.₂%）  ₁₈（ ₁₀.₇%）  ₁₉（  ₃.₄%）   ₇（  ₁.₄%）

























との距離を介在成分の ₃ 種によって分類したものが【表 ₂ 】である。
【表 ２】 有生名詞 無生名詞
隣接 ₁₄₃（ ₇₀.₈%） ₃₁₉（ ₈₇.₆%）
語介在  ₄₇（ ₂₃.₃%）  ₃₈（ ₁₀.₅%）
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平安期中央語の言語類型

